
ボランティアBOOK

稲敷市地域ささえあい協議会

どこで活動しているの？ 
どんなことしているの？
稲敷市で活動しているボランティア
団体を紹介しますね！

地域にあるボランティア団体 
参加してみよう！利用してみよう！
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はじめに 
 
 
私たち生活支援コーディネーターは、生活支援コーディネーターの仕事として、まず地域
で既に活動しているボランティア団体や個人の福祉活動等を掘り起こし、地域の社会資源と
して把握することが重要であると考えました。さらに、その結果を地域の皆様に紹介し、地
域のささえあい作りの一助になればと思いました。 
そこで、平成３０年２月より約１年をかけて稲敷市ボランティア連絡協議会に登録してい
るボランティア団体６４団体と個人等で活動されている方６名の取材活動を行いました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は、ボランティアの取材を通して、ボランティア団体の歴史
や実際の活動、そして一人ひとりの動機や思いを知り、心から感
動しました。３０年以上の歴史のある団体、止めようと話し合っ
ていたが続けることにした団体のように、ボランティア活動を維
持・継続することは大変なことです。取材では、続けて来れた理
由を伺いましたが、皆さん、仲間が良い、集まって一緒にやるの
が楽しい、高齢者など喜んでくれると嬉しい等の声が多く上がり
ました。これが、ボランティアの神髄であると改めて思いまし
た。 
このボランティア BOOK では、皆さんの活動や思いをそのま
ま紹介することを大切にして、まとめさせていただきました。ど
うぞ、ボランティア活動の 1 ページに付け加えて頂けると嬉しい
です。最後になりますが、取材にご協力していただいた皆様にお
礼を申し上げます。 

生活支援コーディネーター 
諸岡 明美 

昨年より生活支援コーディネーターとして、地域のささえあ
い作りの主役となる地域での活動やボランティア団体など、たく
さん活動を見させていただき、取材もさせていただきました。 
私自身もボランティア団体登録しているので、たくさんの団

体が登録されているのは知っていました。ただ、どのような人た
ちがどのような活動をしているのか？地域での困りごとを解決し
てくれる人がどこにいるのか？まで詳しくは分かっておりません
でした。 
今回様々な団体の活動に足を運んだことで、たくさんのボラ

ンティア精神を持ったメンバーさんが、それぞれの課題に向き合
い地域に密着して活動している事を知りました。 
「稲敷はまだまだ捨てたもんじゃない。ここから地域のささ

えあいづくりを作っていける。」そう確信することができまし
た。 
取材に協力していただいた皆様ありがとうございました。私

も皆様のご指導ご鞭撻をいただきながら、一緒にささえあいの地
域づくりを頑張っていきたいと思います。 

生活支援コーディネーター 
根本 敏宏 
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ボランティア活動を始めたい！ 

ボランティアに援助をお願いしたい！ 

サロンを作りたい。  等 

 

問い合わせ先 

社会福祉法人 稲敷市社会福祉協議会 

稲敷市ボランティアセンター 

受付時間 ８：３０～１７：１５ 

（土・日・祝日はお休み） 

電 話 ０２９－８９２－５７１１（代） 

ＦＡＸ ０２９－８９２－５９２２ 
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江戸崎No.1江戸崎No.1

江戸崎更生保護女性の会

活動内容 更生施設訪問 (運動会・相撲大会での奉仕）、刑務所参観、高齢者食事作り

あいさつ運動（各小学校）愛の募金（８月） 社会を明るくする運動

活動場所 施設、小学校 等

活動頻度 施設訪問（年数回)あいさつ運動（年２回）社会を明るくする運動（年１回）

江
戸
崎
更
生
保
護
女
性
の
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生

保
護
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
募
金
活
動
な
ど
様
々
な
活

動
を
通
し
て
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
取
材
）

更
生
保
護
の
活
動
を
し
て
い
た
義
母
を
傍
ら
で
見
て
い
て
、

そ
の
後
を
継
い
だ
り
、
仕
事
の
区
切
り
を
き
っ
か
け
に
入
会

し
た
会
員
も
多
く
い
る
そ
う
で
す
。
「
人
の
お
役
に
立
て
る
、

や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
有
り
難
く

思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

（
更
生
保
護
女
性
会
綱
領
）

私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
の
一

員
と
し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を

め
ざ
し
ま
す
。
私
た
ち
は
更
生
保
護
の
心
を
広
め
、
次
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
と
提
携
し
つ
つ
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生
の
た
め

の
支
え
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
知
識
を
求
め
自
己
研
鑽
に

励
む
と
と
も
に
、
あ
た
た
か
な
人
間
愛
を
も
っ
て
明
る
い
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

仲間を募集しています！

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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江戸崎No.2

活動内容 電話訪問・市ふれあい電話訪問・身障者団体行事支援(介助を含む)等

活動場所 稲敷市社会福祉協議会 （江戸崎福祉センター）

活動頻度 月に2回

ふれあい電話「もしもし」

ふ
れ
あ
い
電
話
「
も
し
も
し
」
は
、
概
ね
七
十
歳
以
上
の

独
居
老
人
宅
に
電
話
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
出
来

事
や
趣
味
、
体
調
、
社
会
問
題
な
ど
話
題
は
様
々
。
よ
り

安
全
で
心
豊
か
な
生
活
が
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
願
い

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
十
四
年
、
安
否
確
認
と
孤
立
防
止
を
目
的
と
し
て
、

江
戸
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
電
話
訪
問
が
始
ま
り
「
ふ

れ
あ
い
電
話
」
協
力
員
と
し
て
活
動
開
始
。
平
成
十
九
年
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
登
録
。
会
員
は
全
員
が
介
護

経
験
者
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
力
員
、

家
族
介
護
・
障
害
者
相
談
員
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
一
年
、
市
ふ
れ
あ
い
電
話
訪
問
事
業
が
発
足
し
、

利
用
者
の
大
半
が
市
の
事
業
に
移
行
。
全
員
が
協
力
員
と

し
て

参

加

協

力
。

市

の

事

業

に

移

行

し
な

か

っ

た

利

用

者
・
新
規
希
望
者
を
対
象
に
活
動
を
継
続
。
サ
ー
ク
ル
名

を
ふ
れ
あ
い
電
話
「
も
し
も
し
」
に
改
名
し
ま
し
た
。

会
話
の
中
で
、
心
身
の
変
化
・
困
り
事
な
ど
必
要
に
応
じ

て
社
会
福
祉
協
議
会
に
報
告
。
す
み
や
か
な
対
応
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.3

楓グループ

活動内容 給食サービス配送（１２５人分） ・ 身障者新年会お手伝い

高齢者施設支援 （ 雑巾縫いや繕い物など ）

活動場所 水郷荘 ・ 福祉センターなど

活動頻度 配送（年８回） 水郷荘（第１水曜日，第３木曜日） 等

楓
グ
ル
ー
プ
は
、
二
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、
高
齢
者
施
設

で
の
雑
巾
縫
い
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
配
送
な
ど
行
っ
て
い

る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

市
川
さ
ん
（
前
の
代
表
）
が
平
成
十
一
年
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

ま
ず
、
高
齢
者
施
設
に
連
絡
し
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き

る
こ
と
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
か
ら
、
始
め
た

そ
う
で
す
。

代
表
の
稲
川
さ
ん
は
市
川
さ
ん
に
誘
わ
れ
二
年
半
前
に
入

り
ま
し
た
。
法
理
さ
ん
は
市
川
さ
ん
と
立
ち
上
げ
の
時
か

ら
協
力
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
宮
本
さ
ん
は
会
社
退
職
後

十
五
年
前
に
始
め
た
そ
う
。
渡
辺
さ
ん
は
今
ま
で
社
会
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
た
か
ら
と
動
機
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
市
川
さ
ん
の
人
柄
の
お
か
げ
で
や
っ
て
こ
れ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

明
る
い
雰
囲
気
で
、
活
動
す
る
の
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

お揃いのエプロンで♪
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江戸崎No.4

ひまわり会

活動内容 福祉施設（すだちの里）シーツ交換 ・ ごみ（空き缶）拾い

独居老人への給食サービス ・ 障害者の方の新年会、運動会のお手伝い

活動場所 福祉施設、福祉センター 等

活動頻度 シーツ交換（月１回）ごみ拾い（年１回）給食サービス（年２回，１２０食）等

ひ
ま
わ
り
会
は
、
高
齢
者
施
設
で
の
シ
ー
ツ
交
換
や
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
お
弁
当
作
り
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

元
々
は
、
生
活
学
校
が
始
ま
り
。
そ
の
続
き
で
昭
和
五
十

九
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
森
永
さ
ん
が
代
表
に
な
っ
て
七

年
、
人
の
為
と
思
い
入
っ
た
と
の
こ
と
。
木
村
さ
ん
は
友

達
作
り
に
と
四
十
代
で
入
り
ま
し
た
。
正
野
さ
ん
は
会
員

の
人
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
と
の
こ
と
。
今
は
副
代
表
で
す
。

青
木
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
あ
っ
た
の
で
入
り
ま

し
た
。
石
井
さ
ん
は
定
年
退
職
後
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
そ

う
で
す
。

皆
さ
ん
、
仲
良
く
協
力
し
て
や
れ
る
か
ら
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
、
雰
囲
気
が
良
い
、
皆
に
会
え
ば
元
気
に
な
る
等
、

長
く
続
い
て
い
る
理
由
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ツ
交
換
は
、
四
グ
ル
ー
プ
六
人
体
制
、
交
替
で
や
っ

て
い
ま
す
。
九
時
半
か
ら
、
終
了
後
は
昼
食
が
出
ま
す
。

皆
さ
ん
、
「
結
構
き
つ
い
。
」
と
言
い
な
が
ら
キ
ビ
キ
ビ

と
動
い
て
い
ま
し
た
。
キ
レ
イ
に
な
っ
た
ベ
ッ
ド
を
み
る

と
達
成
感
が
あ
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

楽しい雰囲気が

良いの
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江戸崎No.5

鳩崎サークル

活動内容 地域の環境美化 （ 花壇作り ） 給食サービス（弁当作り）・高齢者の見守り

高齢者や、障害者施設の様々なお手伝い ・ ハートピアの行事参

活動場所 野原集落センター 及び 施設やイベント会場

活動頻度 弁当作り（年２回） 他活動（随時）

鳩
崎
サ
ー
ク
ル
は
、
高
齢
者
の
お
弁
当
作
り
や
障
が
い
者

へ
の
支
援
等
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

浅
野
会
長
と
浅
野
副
会
長
が
約
三
十
五
年
前
、
江
戸
崎
社

会
福
祉
協
議
会
が
開
設
し
た
時
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

浅
野
会
長
は
、
娘
さ
ん
の
修
学
旅
行
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

見
か
け
、
自
分
も
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
す
。

副
会
長
の
浅
野
靖
枝
さ
ん
は
交
通
安
全
母
の
会
の
役
員
を

や
っ
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。

杉
山
さ
ん
は
十
四
・
五
年
前
に
鳩
崎
小
で
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
し
て
い
た
縁
で
活
動
に
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

他
の
皆
さ
ん
は
、
仲
間
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

＊
長
く
続
い
た
の
は
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
、
お
互
い
を
尊

重
い
し
て
い
る
、
皆
平
等
で
頼
り
に
し
て
声
か
か
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
、
誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
が

生
き
が
い
と
な
っ
て
い
る
等
々
上
が
り
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

長くやってます！
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江戸崎No.6

活動内容 地域美化活動、 交流会、 高齢者の見守りやお茶会

活動場所 天王町公民館 等

活動頻度 月数回

天王町いきいき応援団

天
王
町
い
き
い
き
応
援
団
は
、
天
王
町
の
地
域
の
方
で

構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

（
取
材
）

天
王
町
で
は
、
以
前
よ
り
地
域
住
民
が
地
域
の
た
め
の
奉

仕
活
動
（
互
助
）
を
し
て
い
ま
し
た
。

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
約
四
百
坪
の
お
寺
の

草
刈
り
や
掃
除
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
東
日
本
大

震
災
後
の
平
成
二
十
四
年
に
団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。

地
域
の
美
化
活
動
と
し
て
、
天
王
町
公
民
館
の
清
掃
、
地

域
の
草
刈
り
（
八
阪
神
社
・
桂
林
寺
・
公
民
館
）
。
地
域

と
の
交
流
会
と
し
て
、
桂
林
寺
お
花
見
、
食
事
会
、
保
育

園
訪
問
、
納
涼
祭
、
秋
の
収
穫
祭
、
新
年
会
。

高
齢
者
の
見
守
り
声
か
け
と
し
て
、
挨
拶
運
動
（
独
居
高

齢
者
、
児
童
）
、
友
達
訪
問
。

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
・

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
・
お
茶
会
を
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
と
の
交
流
が
楽
し
み
だ

し
、
生
き
が
い
で
す
。
」
と
楽
し

ん
で
活
動
し
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

（
文
責

根
本
）
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間違ってもハハハ江戸崎No.7

活動内容 地域の高齢者の健康維持 ・ 認知症予防 地域の交流の場

シルバー体操中心で 手芸教室 毎年３月 お楽しみ会

活動場所 大宿公民館

活動頻度 第２・４月曜日 10時～11時半

城山サロン

城
山
サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
と
認
知
症
予
防

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

大
島
さ
ん
が
平
成
二
十
三
年
に
立
ち
上
げ
、
現
在
の
代

表
は
鈴
木
靜
子
さ
ん
で
、
飯
島
さ
ん
が
代
表
を
代
行
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
飯
島
さ
ん
は
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
の
指
導
員
で
、
サ
ロ
ン
は
体
操
中
心
に
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
役
員
は
男
性
一
名
、
女
性
四
名
と
の
こ

と
。

サ
ロ
ン
が
続
い
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
が
協
力
し
合
っ

て
、
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
最
後
は
必
ず
、
公
民
館
の
掃
除
を
し
て
帰
り

ま
す
と
い
う
お
話
で
し
た
。

い
つ
も
十
五
・
六
名
の
参
加
者
と
の
こ
と
。

取
材
の
日
は
シ
ル
バ
ー
体
操
一
時
間
の
後
に
「
笑
ヨ
ガ
」

三
十
分
実
施
。
皆
さ
ん
、
大
笑
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）
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江戸崎No.8

活動内容 介護保険、障害福祉、在宅派遣、外出送迎サービス

活動場所 稲敷市蒲ヶ山 655

活動頻度 年中無休

NPO法人あゆみ

N
P
O
法
人
あ
ゆ
み
は
、
訪
問
介
護
と
居
宅
介
護
支
援

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

佐
藤
代
表
は
、
も
と
も
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

を

や

ら

な

い

か

と

の

依

頼

を

受

け

て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
役
所
の
非
常
勤
と
し
て
介
護
保
険
の
相
談

員
を
始
め
ま
す
。
相
談
員
と
し
て
働
い
て
い
た
際
に
市

役
所
の
方
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
？
と
声
が
か
か

り
、
平
成
四
年
に
N
P
O
法
人
を
設
立
。
そ
し
て
同
年

十
二
月
よ
り
訪
問
介
護
と
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
所
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
の
住
み
慣
れ
た
我
が
家
」
で
、

そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
大
切
に
、
皆
様
と
共
に
、

こ
の
町
で
繋
が
り
支
え
あ
え
る
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
。

そ
の
目
的
の
も
と
現
在
も
活
動
を
続
け
て
お
り
、
稲
敷

市
内
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
き
た
こ
と
で
、
現
在

の
よ
う
な
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
へ

と
支
援
の
輪
が
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.9

活動内容 視覚障害者への点字点訳、 点字の勉強会、 小学校への出前点字教室

活動場所 稲敷市社会福祉協議会

活動頻度 月1〜2回

点字勉強会

点
字
勉
強
会
は
、
稲
敷
市
内
の
視
覚
障
害
者
支
援
活
動

と
し
て
、
視
覚
障
害
者
へ
の
点
字
点
訳
、
点
字
の
勉
強
会
、

小
学
校
へ
の
出
前
点
字
教
室
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
は
、
他
県
で
や
っ
て
い
た
前
代
表
の
方
が
稲
敷

市
内
で
点
字
普
及
の
た
め
に
始
め
た
個
人
活
動
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
の
方
を
中
心
に
有
志
の
個
人
で
集
ま
っ
て
点
字
の
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
学
校
で
教
え
て
ほ
し
い
。
」
と
頼
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
そ

の
後
も
い
ろ
い
ろ

依
頼
さ
れ
る
こ
と

が
増
え
て
き
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
登

録
し
て
、
現
在
も

継
続
し
て
活
動
て

い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.10

活動内容 歌謡曲、創作劇、日本舞踊の披露、小学校運動会や夏祭りへの参加

活動場所 市内の福祉施設、学校、イベント会場等

活動頻度 依頼時（随時，相談対応）

なかよしクラブ

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
舞
踊
、
歌
謡
曲
、
創
作
劇
、

語
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
メ
ン
バ
ー
さ
ん
が
、

福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
、
披
露
し
て
い
る
団

体
で
す
。

（
取
材
）

稲
敷
市
宝
音
頭
が
で
き
た
と
き
に
、
練
習
に
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
仕
事
を
退
職
し
、
時
間
が
出
来
た
事
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
の
目
的
は
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
と
や
り
が
い
で

す
。
「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
。
」

「
こ
の
活
動
を
始
め
た

こ
と
で
、
最
高
の
メ
ン

バ
ー
に
出
会
え
て
よ
か

っ
た
。
」
と
話
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
文
責

根
本
）



ー 14 　ー

江戸崎No.11

活動内容 鳩崎本郷 姥神地区の環境整備活動

活動場所 鳩崎本郷 姥神地区

活動頻度 不定期（会員ができるときに活動する）

地域環境ボランティア

地
域
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
鳩
崎
本
郷
姥
神
地
区
を

中
心
に
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
や
防
災
意
識
の
啓
発
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

二
十
年
前
く
ら
い
に
鳩
崎
本
郷
姥
神
地
区
の
住
宅
街
で
住

宅
火
事
が
起
こ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
際
に
隣
家
へ
の
火
事
の
延
焼
な
ど
不
安
に
思
っ
た
代

表
の
吉
村
さ
ん
を
中
心
に
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
っ
て
環

境
整
備
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
を
行
い
、
姥
神
地

区
の
通
学
路
の
除
草
・
側
溝
清
掃
、
空
き
家
・
空
き
地
の

除
草
等
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
環
境
整
備
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

活
動
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
自
分
の
で
き
る
時
間
に
で
き

る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
こ
の
地
域
の
人
々
と
の
声
の
掛
け
合
い
や
見
守
り

な
ど
、
住
民
相
互
の
交
流
づ
く
り
や
さ
さ
え
あ
い
の
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
代
表
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
ら
も
頑
張
ら
な
い

と
。
」

そ
う
話
し
て
い
た
地
域
の
方
が
印
象
的
で
し
た
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.12

調理ボランティア 江戸崎

活動内容 食生活に関する予防講習・食事作り 老人クラブの行事支援

地域の美化活動（江戸崎保健センター花壇等） 学校での親子料理指導

活動場所 江戸崎保健センター 学校 施設など

活動頻度 予防講習・食事作り（年４回） 他活動（随時）

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
江
戸
崎
は
、
食
生
活
改
善
の
他
、

地
域
で
様
々
な
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

山
口
さ
ん
は
、
鳩
崎
サ
ー
ク
ル
の
人
に
誘
わ
れ
約
三
十
年

位
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
石
橋
さ
ん
は
、
元
々
料
理
好

き
、
広
報
の
募
集
で
入
っ
た
そ
う
で
す
。
無
藤
さ
ん
は
、

友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
興
味
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
中
澤

さ
ん
は
、
主
人
の
病
気
が
き
っ
か
け
で
、
何
か
の
役
に
立

つ
か
な
と
入
っ
た
そ
う
で
す
。
田
村
さ
ん
は
、
体
調
管
理

に
役
立
つ
か
な
と
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
勉
強
に
な
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。

取
材
の
日
は
、
皆

さ
ん
手
際
よ
く
、

お
互
い
に
声
か
け

あ
っ
て
お
弁
当
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
活
動
は
、

ひ
だ
ま
り
で
年
二
回
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
七
年
続
け

て
い
ま
す
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
年
一
回
独
居
の
方
対
象
に
、

百
二
十
食
作
っ
て
い
ま
す
。

＊
養
成
講
座
は
仲
間
を
増
や
す
た
め
に
、

五
年
に
一
回
あ
る
と
こ
ろ
を
も
っ
と
、

増
や
し
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。

（
文
責

諸
岡
）

お揃いのエプロンで

☀



　

ー 16 　ー

江戸崎No.13

絆

活動内容 給食サービス（お弁当作り）と絆作り ～ メニュー作成から食材調達

市老人クラブ行事のお手伝い （輪投げ大会・高齢者運動会等）等

活動場所 江戸崎公民館 ・ 江戸崎体育館 等

活動頻度 月１回（６～９月は除く） 高齢者行事手伝い（依頼のあった時）

絆
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め
の
お
弁
当
作
り
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
行
事
等
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
、
絆
作
り

を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

六
・
七
年
前
に
食
生
活
改
善
か
ら
抜
け
て
、
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

代
表
に
よ
る
と
、
江
戸
崎
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多

く
、
百
二
十
食
を
作
る
の
は
大
変
と
の
こ
と
。

来
年
度
か
ら
は
月
二
回
に
分
け
て
作
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
特
に
冬
場
一
月
二
月
は
、
寒
く
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
色
々
あ
り
、
体
調
管
理

に
皆
さ
ん
注
意
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
昨
年
か
ら
、
食
中

毒
の
危
険
性
の
高
い
夏
場
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
冬
場
も

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
段
取
り
良
く
、
次
か
ら
次
へ
と
お
か
ず
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
美
味
し
そ
う
で
し
た
！

◎
取
材
日

一
月
十
六
日
の
メ
ニ
ュ
ー

白
飯
（
梅
干
し
）
・
チ
キ
ン
カ
ツ
・
煮
卵
・
焼
売
・
豚

肉
と
大
根
の
煮
物
・
小
松
菜
と
人
参
の
胡
麻
和
え
・

漬
物
・
き
ん
ぴ
ら
・
厚
揚
げ
の
煮
物
・
フ
ル
ー
ツ

（
伊
予
柑
）

（
文
責

諸
岡
）

心を込めて作ってます
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江戸崎No.14

なかよしコアラの会

活動内容 パネルシアター ・行事のお手伝い（芋ほり等）

活動場所 市内幼稚園・保育園

活動頻度 パネルシアター（年１回程度） お預かり（年４回） 他

な
か
よ
し
コ
ア
ラ
の
会
は
、
幼
稚
園
の
子
供
た
ち
に
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
使
っ
て
お
話
し
を
し
て
い
る
団
体

で
す
。

（
取
材
）

昭
和
五
十
五
年
頃
に
設
立
と
歴
史
が
長
い
で
す
。

現
在
の
会
長
の
勝
又
さ
ん
は
、
約
十
年
前
に
入
り
ま
し

た
。
子
ど
も
が
一
人
だ
っ
た
の
で
、
会
の
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
と
関
わ
り
た
い
と
い
う
の
が
動
機
。
会
長
に

な
っ
て
五
年
目
で
す
。
去
年
入
っ
た
二
人
は
生
涯
学
習

課
の
「
家
庭
教
育
学
級
」
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
と

の
こ
と
。

長
く
続
け
ら
れ
た
の
は
、
子
ど
も
の
反
応
が
嬉
し
い
こ

と
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
通
し
て
基
本
的
な
社
会
の
ル
ー

ル
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
る

そ
う
で
す
。

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
最
後
に
手

遊
び
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
体
を
動
か
し
て
楽
し
く
終
わ

る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

(

文
責

諸
岡
）

子どもたちの

笑顔が宝



　

ー 18 　　ー

江戸崎No.15

コスモス

活動内容 高齢者の買物支援

活動場所 カスミ 江戸崎店

活動頻度 月1回 第４月曜日 午後２時～ カスミ現地集合

コ
ス
モ
ス
は
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
を
し
て
い
る
団

体
で
す
。

（
取
材
）

川
端
さ
ん(

代
表)

は
元
会
長
さ
ん
に
直
接
、
頼
ま
れ
て
引

き
受
け
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

手
伝
い
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

大
内
さ
ん
は
、
会
社
勤
め
を
終
え
て
何
か
社
会
で
お
手
伝

い
し
た
い
と
始
め
ま
し
た
。
徳
田
さ
ん
・
笹
本
さ
ん
は
、

自
営
業
の
た
め
、
合
間
に
お
手
伝
い
し
て
き
た
そ
う
で
す

皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
「
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
貰
え

る
の
が
一
番
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
回
、
高
齢
者
の
希
望
人
数
に
合
わ
せ
て
、
担
当
す
る
会

員
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
担
当
を
決
め
、
高
齢
者

の
希
望
に
沿
っ
て
、
店
内
を
ま
わ
り
お
手
伝
い
を
し
ま
す

前
も
っ
て
施
設
か
ら
お
金
を
預
か
り
、
レ
ジ
で
の
支
払
い

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
若
い
人
に
継
い
で
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
出
来

る
限
り
や
っ
て
欲
し
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

（
文
責

諸
岡
）

どれにしましょうか？



　

ー 19 　ー

江戸崎No.16

朗読の会ひばり

活動内容 稲敷市広報と議会だよりを毎号録音し、社協を通し視覚障がい者の方

に届けている ＮＨＫの朗読に関する研修に参加（年１回）

活動場所 江戸崎公民館 ２階

活動頻度 （広報） 毎月第４ 火・金曜日 （議会だより） 不定期

朗
読

の
会
ひ
ば

り

は
、
視

覚
障

が
い
者
の
方
へ
、

声
で

様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
五
年
に
活
動
を
始
め
歴
史
が
長
い
会
で
す
。

初
代
の
代
表
で
あ
る
長
岡
さ
ん
は
、
中
島
さ
ん
に
依
頼
し

て
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
最
初
か
ら
会
費
を
集
め
き
ち

ん
と
し
た
会
に
し
た
そ
う
で
す
。
半
年
後
に
山
田
さ
ん
が

加
入
。

長
岡
さ
ん
は
、
本
読
む
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
始
め
た

と
の
こ
と
。
中
島
さ
ん
は
、
今
で
も
朗
読
の
勉
強
を
続
け

て
い
て
指
導
の
立
場
に
い
ま
す
。
山
田
さ
ん
は
今
、
代
表

を
務
め
て
い
ま
す
。

浅
野
さ
ん
と
大
森
さ
ん
は
同
じ
頃
加
入
。
大
森
さ
ん
は
学

生
時
代
に
対
面
朗
読
を
や
っ
て
い
た
経
験
が
あ
り
続
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
Ｃ
Ｄ
に
録
音
。

長
岡
さ
ん
は
朗
読
っ
て
良
い
、
中
島
さ
ん
は
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
、
皆
さ
ん
、
毎
回
勉
強
に
な

る
し
新
鮮
、
朗
読
の
奥
深
さ
を
知
る
の
が
嬉
し
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

私たちの声が届きます
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江戸崎No.17

活動内容 高齢者施設慰問活動 （沖縄民謡披露） 、 踊りの練習 、 ボケ防止体操

活動場所 椎塚公民館

活動頻度 第1・3金曜日

幸縄会

幸
縄
会
は
、
高
齢
者
施
設
で
の
慰
問
活
動
と
し
て
沖

縄
民
謡
を
披
露
し
た
り
、
定
期
的
に
踊
り
の
練
習
や
ボ

ケ
防
止
体
操
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
江
戸
崎
公
民
館
で
行
わ
れ
る
敬
老
会
な
ど
で

踊
り
を
披
露
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

継
続
し
て
地
域
で
踊
り
の
活
動
し
て
い
た
際
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
協
力
も
あ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

し
て
登
録
し
、
高
齢
者
施
設
で
の
慰
問
活
動
も
始
め
ま

し
た
。

代
表
さ
れ
て
い
る
中
内
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
全
日
本
民

謡
協
会
に
所
属
し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
海
外
に
派
遣

さ
れ
て
踊
っ
た

り
、
新
宿
コ
マ
劇
場

で
も
踊
っ
た
経
験
も

あ
る
そ
う
で
す
。
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
、

現
在
は
民
舞
の
指
導

も
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.18

活動内容 椎塚地区 高齢者サロン活動、創作活動と寄付、踊り など

活動場所 椎塚公民館

活動頻度 月2回

楽友会

楽
友
会
は
、
椎
塚
地
区
の
女
性
が
集
ま
っ
て
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
こ
の
地
域
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
な
か
っ

た
こ
と
、
子
育
て
や
孫
育
て
が
終
わ
り
、
地
域
内
で
の
横

の
つ
な
が
り
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
交
流
し
た
り
、
勉
強
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
活
動
を
開
始
し
て
六
年
く
ら
い

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
二
回
の
サ
ロ
ン
活
動
を
中
心
に
、
体
操
や
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
、
踊
り
、
創
作
物
製
作
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
力
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
生
き
が
い
や
や
り
が
い
、
健
康
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.19

活動内容 シルバーリハビリ体操教室運営と普及活動・交通安全アドバイザー活動等

活動場所 稲敷市いこいのプラザ・各地区公民館・集会所・高齢者イベント会場など

活動頻度 いこいのプラザ（毎週火曜日） 集会所・各地区公民館（会場により，異なる）

稲敷市シルバーリハビリ体操指導士会

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
は
、
介
護
予
防
の
推

進
の
た
め
、
高
齢
者
を
対
象
に
茨
城
県
が
推
奨
す
る
「
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
の
指
導
及
び
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

市
内
の
個
人
の
方
数
名
が
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
資
格
三
級
を
取
得
し
、
江
戸
崎
公
民
館
で
活
動
し
た
の

が
始
ま
り
。
そ
の
後
、
各
地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
で
も
教

室
を
開
催
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
活
動
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
に
出
向
い
て
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
指

導
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
が
一
級
指
導
士
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
で
、

市
に
よ
る
養
成
も
開
始
。
現
在
九
十
九
名
の
会
員
と
な
り
、

活
動
の
認
知
も
徐
々
に
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。
行
政
と
協

力
し
、
教
室
（
市
内
五
十
四
か
所
）
運
営
を
自
主
的
に
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
の
方
々
は
、
家
族
の
介
護
予
防
の
た
め
や
自
分
自
身

の
筋
力
維
持
、
震
災
の
体
験
か
ら
自
分
も
何
か
で
き
な
い

か
な
ど
、
様
々
な
思
い
で
活
動
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
教
室
運
営
や
普
及
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.20

活動内容 聴覚障害者サポート、 小学校への出前手話講座、 手話の勉強会

活動場所 小角公園管理棟

活動頻度 週1〜2回

手話サークルペンギン

手
話
サ
ー
ク
ル
ペ
ン
ギ
ン
は
、
聴
覚
障
害
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
目
的
に
聴
覚
障
害
者
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
八
年
に
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
手
話
や
点
字

の
福
祉
講
座
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
始
ま
り
。

そ
の
講
座
に
参
加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
サ
ー

ク
ル
活
動
を
開
始
し
て
、
現
在
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
登
録
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
別
の
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
の
他
に
も
小
学
校
へ
の
出

前
手
話
講
座
、
手
話
の
勉
強
会
な
ど
も
行
う
な
ど
、
手
話

の
普
及
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.21

あおぞら会

活動内容 地域高齢者見守り支援活動、 地区高齢者サロンの開催、

活動場所 田宿公民館 地区公民館の清掃除草、花壇整備

活動頻度 講習会 年２回 シルバー体操 週１回

シナプソロジー月１回 サロンの開催（毎月第４火曜日）

あ
お
ぞ
ら
会
は
、
地
域
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
シ
ル

バ
ー
体
操
を
中
心
に
、
活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

（
取
材
）

高

木

さ

ん
（

代

表
）

が

シ

ル

バ
ー

体

操

を

始

め

た

の

が

き
っ
か
け
と
の
こ
と
で
す
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
六

名
で
始
め
ま
し
た
。
元
気
に
な
れ
た
ら
良
い
と
皆
に
声
を

か
け
た
そ
う
で
す
。
入
会
の
動
機
は
旅
行
に
誘
わ
れ
て
、

足
腰
に
良
い
運
動
が
出
来
る
か
ら
、
勤
め
を
辞
め
た
か
ら
、

家
族
に
勧
め
ら
れ
家
に
一
人
で
い
る
よ
り
良
い
等
、
様
々

で
し
た
。
会
員
が
減
少
し
て
き
た
理
由
に
、
公
民
館
は
年

寄
り
が
行
く
イ
メ
ー
ジ
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

講
習
会
は
今
ま
で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
「
サ
ギ
の
予
防
」
、

薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
話
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

な
ど
。

公

民

館

の

花

壇

は

お

花

で

き

れ

い

に

し

て

い

る
。

見
守
り
は
わ
ざ
わ
ざ
で
な
く
、
何
か
あ
っ
た
ら
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
文
責

諸
岡
）

笑顔で楽しく！
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江戸崎No.22

活動内容 シルバーリハビリ体操、 健康広場、 老人ホーム慰問踊り披露

活動場所 鳩崎本郷公民館

活動頻度 月数回

鳩崎さわやか会

鳩
崎
さ
わ
や
か
会
は
、
地
域
の
見
守
り
活
動
を
目
的

に
鳩
崎
本
郷
地
区
の
方
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

代
表
の
黒
田
さ
ん
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
会
長
に
従
事
し
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
普
及
啓
発
活
動
も
行
っ
て

ま
す
。
さ
わ
や
か
会
の
活
動
自
体
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
だ
よ
り
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

数
十
年
前
か
ら
輪
投
げ
の
活
動
を
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て

開
始
さ
れ
、
五
年
前
に
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
健
康

ひ
ろ
ば
（
工
作
、
ク
イ

ズ
、
童
謡
唱
歌
）
、
老

人
ホ
ー
ム
慰
問
踊
り
披

露
な
ど
、
活
動
が
拡
が

っ
て
お
り
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.23

活動内容 おもちゃ修理や情報交換、修理技術訓練、出張おもちゃ病院

活動場所 ショッピングセンターパンプ ・ 稲敷市社会福祉協議会

活動頻度 月に2〜3回

稲敷市おもちゃ病院

稲
敷
市
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
な
っ

て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
二
十
五
年
に
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ
た

日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
の
講
師
が
教
え
る
お
も
ち
ゃ
修
理
講

習
会
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
活
動
を
今
後
も

継
続
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
稲
敷
市
お
も
ち
ゃ
病
院
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

壊
れ
た
「
お
も
ち
ゃ
」
を
原
則
無
料
で
修
理
し
、
新
し
い

生
命
を
与
え
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た

壊
れ
た
「
お
も
ち
ゃ
」
を
直
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

物

の

大

切

さ

を

教

え

る

と

い

う

こ

と

を

目

的

に
、

お

も

ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
修
理
）
を

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
な
ど
で
出
張
お
も

ち
ゃ
病
院
を
開
催
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.24

プア・アンス

活動内容 福祉施設での演奏会 （ にれ家、あゆみ、すだちの里、宝永館、 等）

イベント参加（稲敷市文化祭）

活動場所 福祉施設 沼里コミュニティーセンターで練習 （1３時～１５時）

活動頻度 福祉施設訪問・イベント参加（年１０回以上）

プ
ア
・
ア
ン
ス
は
、
福
祉
施
設
で
高
齢
の
方
々
に
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

斎
藤
さ
ん
は
、
最
初
は
生
涯
学
習
の
募
集
で
入
り
ま
し
た
。

町
田
さ
ん
は
、
健
康
の
た
め
と
ボ
ケ
防
止
の
た
め
。
浅
野

さ
ん
は
、
重
荷
に
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
小
島

さ
ん
は
、
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
っ
た
の
で
自
分
か
ら
六
年
前

に
入
っ
た
そ
う
で
す
。
森
さ
ん
は
、
小
島
さ
ん
に
誘
わ
れ

て
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
加
藤
さ
ん

は
、
去
年
十
月
に
入
り
ま
し
た
。
中
澤
さ
ん
は
、
五
年
前

に
張
り
紙
を
見
て
参
加
。
現
在
の
代
表
で
あ
る
大
山
さ
ん

は
、
祖
母
・
夫
の
介
護
が
一
段
落
し
て
か
ら
六
年
や
っ
て

い
ま
す
。

◎
平
成
二
十
一
年
か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
義
永
先
生
に
、
指

導
を
お
願
い
し
て
浅
野
さ
ん
、
刈
谷
さ
ん
、
斎
藤
さ
ん
、

町
田
さ
ん
の
四
人
で
始
め
ま
し
た
。
自
分
も
踊
っ
て
楽
し

い
が
、
見
て
く
れ
た
人
が
、
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
嬉
し
い

と
皆
さ
ん
が
口
々
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

又
、
こ
う
い
う
衣
装
が
着
れ
る
の
が
嬉
し
い
、
若
返
る
と

も
。

（
文
責

諸
岡
）

笑顔で踊ってます～



ー 28 　ー

江戸崎No.25

活動内容 えどさき笑遊館の管理、 イベントの手伝い、 小学校への出前授業の協力

活動場所 えどさき笑遊館

活動頻度 金曜日・土曜日 午前９時～午後１７時

江戸崎まちなかボランティア

江
戸
崎
ま
ち
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
え
ど
さ
き
笑

遊
館
の
管
理
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
や
手
伝
い
、
小
学
校
の

出
前
事
業
へ
の
協
力
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
個
人
の
所
有
で
あ
っ
た
古
い
旅
館
（
現
笑
遊

館
）
を
、
市
の
財
源
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
市
の

職
員
が
奔
走
し
て
い
た
際
に
、
初
代
上
村
会
長
が
こ
い

の
ぼ
り
祭
り
の
運
営
を
、
お
願
い
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
立
上
げ
、
四
ツ
谷
さ

ん
、
そ
し
て
幸
田
現
代
表
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
「
自
分
達
の
で
き
る
事
で
少
し
で
も
皆
さ

ん
の
役
に
立
て
た
ら
」
と

い
う
想
い
と
、
「
子
供
達

や
来
館
者
の
喜
ぶ
姿
が
嬉

し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

え
ど
さ
き
笑
遊
館
に
て
行

わ
れ
る
ひ
な
祭
り
や
鯉
の

ぼ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.26

さくらの会

活動内容 地域住民の認知症と介護予防 地域住民の健康維持

楽しくつどい話す交流の場をつくるサロン開催（体操・歌等）

活動場所 ネオポリス南ヶ丘 自治会館

活動頻度 毎月第２・４木曜日 13：30～

さ
く
ら
の
会
は
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
と
認
知
症
予

防
の
た
め
に
、
体
操
を
中
心
と
し
て
立
ち
上
げ
た
サ
ロ
ン

で
す
。

（
取
材
）

宇
都
さ
ん
（
代
表
）
は
平
成
二
十
四
年
に
シ
ル
バ
ー
体
操

を
始
め
て
い
ま
し
た
。
床
で
の
体
操
を
自
分
の
地
域
で
や

り
た
い
と
い
う
事
で
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
サ
ロ
ン
と
し

て
始
め
た
そ
う
で
す
。

石
井
さ
ん
は
シ
ル
バ
ー
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
頼
ま
れ
参

加
し
て
い
ま
す
。
小
川
さ
ん
は
足
腰
が
悪
か
っ
た
の
で
広

報
を
見
て
入
っ
た
と
の
こ
と
。
武
内
さ
ん
は
妻
と
二
人
で

入
っ
て
二
年
位
に
な
り
ま
す
。

＊
取
材
し
た
日
は
、
シ
ル
バ
ー
体
操
三
十
分
と
歌
三
十
分

そ
の
後
、
茶
話
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
八
名
、

皆
さ
ん
終
始
笑
顔
で
楽
し
ん
で
行
っ
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
長
く
続
い
て
い
る
の
は
、
皆
が
良
い
、
楽
し
い
、

健
康
で
い
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
意
見
が
多
く
上
が
り
ま
し

た
。

（
文
責

諸
岡
）

皆でイキイキ！
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江戸崎No.27

活動内容 芋薬師堂の清掃，参拝者への里芋の授与，里芋栽培畑の保持活動

公民館の清掃

活動場所 上君山 山口車堂

活動頻度 月1〜2回

上君山芋薬師保存会

上
君
山
芋
薬
師
保
存
会
は
、
江
戸
崎
上
君
山

に
あ
る
芋
薬
師
を
保
存
管
理
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

芋
薬
師
は
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
り
、
上
君
山

の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
子
授
け
・
安
産
・
子
育

て
に
祈
り
を
捧
げ
、
家
庭
の
円
満
を
唱
え
て
き

ま
し
た
。
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
御
代
が

変
わ
っ
て
も
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

保
存
活
動
と
し
て
、
お
堂
の
清
掃
、
参
拝
者
に

里
芋
の
授
与
そ
し
て
里
芋
栽
培
に
勤
し
み
、
お

祈
り
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
様
々
な
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
活
性
化
し

て
い
き
た
い
。
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.28

まちキッチン「あえる」

活動内容 幼児～高校生までの親子と、一緒に作って、一緒に食べる」キッチン

活動場所 笑遊館

活動頻度 毎月１回（第１土曜日、又は第２土曜日）午後５時～８時

ま
ち
キ
ッ
チ
ン
「
あ
え
る
」
は
、
月
一
回
、
笑
遊
館
で
、

地
域
の
子
ど
も
達
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
一
緒
に

料
理
を
作
り
、
一
緒
に
楽
し
く
食
べ
る
と
い
う
活
動
を
し

て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

普
及
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
高
島
さ
ん
、
根
本
さ
ん
、

東
郷
さ
ん
、
友
田
さ
ん
、
諸
岡
の
五
名
。
高
島
さ
ん
の
考

え
に
賛

同
し

集
ま

っ
た
仲

間
で
す
。

ク
ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
、
お
試
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
準
備

を
経
て
実
現
し
ま
し
た
。

「
自
分
の
ま
ち
の
課
題
は
自
分
た
ち
で
解
決
し
て
い
く
」

こ
の
よ
う
な
考
え
や
活
動
が
地
域
に
長
く
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
他
地
区
で
も
行
っ
て
い
く
計
画

で
す
。

＊
目
的
＊

一
・
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
食
べ
る
力
」
と
「
生

き

る

力
」

を

育

む
。

二

・

地

域

の

食

材

と

人

材

を

「
和
え
る
」
こ
と
で
、
住
民
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
指

す
。

三
・
各
世
代
が
集
ま
り
「
食
卓
の
シ
ェ
ア
」
を
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
貧
困
や
高
齢
者
の
孤
食
な
ど
の
問
題
を
解

決
す
る
。

いっしょに和えるよ！
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江戸崎No.29

活動内容 福祉有償運送 と パンダバスの運営

活動場所 稲敷市犬塚1617番地185

活動頻度 予約制 平日運行（日曜・祝日は休み）

ＮＰＯ法人稲敷みんなのまちづくり

N
P
O
法
人
稲
敷
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
稲
敷
市

内
の
移
動
困
難
者
の
問
題
を
改
善
し
た
い
と
の
思
い
で

設
立
さ
れ
て
、
福
祉
有
償
運
送
と
会
員
制
の
パ
ン
ダ
バ

ス
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

浅
野
代
表
は
、
以
前
、
小
倉
前
代
表
が
設
立
し
た
N
P
O

法
人
稲
敷
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。

前
代
表
が
高
齢
な
こ
と
も
あ
り
、
浅
野
代
表
が
事
業
を

継
承
し
て
、
福
祉
有
償
運
送
と
会
員
制
パ
ン
ダ
バ
ス
の

運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
有
償
運
送
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
移
動
困
難

な
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
だ
い
た
い
タ
ク
シ
ー

の
半
分
程
度
の
料
金
で
利
用
が
可
能
で
す
。

パ
ン
ダ
バ
ス
は
、
会
員
制

の
半
デ
マ
ン
ド
方
式
の
バ

ス
で
事
前
に
予
約
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.30

活動内容 手作り物品製作販売と寄付活動、 ふれあい給食サービスなど

活動場所 江戸崎公民館など

活動頻度 月に数回

ともしびサークル

と
も
し
び
サ
ー
ク
ル
は
、
市
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の

協
力
や
独
居
老
人
の
方
へ
の
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

昭
和
五
十
二
年
く
ら
い
に
前
代
表
の
小
林
さ
ん
が
活
動
を

開
始
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
稲
敷
市
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た

石
嶋
さ
ん
が
と
も
し
び
サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
、
現
在
は
代

表
を
引
き
継
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
メ
ン
バ
ー
と
共
に
手
作
り
物
品
を
製
作
し
て
販
売
し
、

そ
の
物
品
の
売
上
を
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

が
や
り
が
い
を
も
っ
て
地

域
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で

み
ん
な
が
元
気
に
過
ご
せ

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.31

活動内容 身障者卓球クラブ ボッチャクラブの練習支援、身障者イベント支援

活動場所 江戸崎総合運動公園体育館・新利根総合運動公園体育館

活動頻度 第１ ・ ３ 日曜日 ９：００〜１２：００ １３：００～１６：００

身障者スポーツサポート

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
は
、
身
体
障
害
者
の
方
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
補
助
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
十
年
、
江
戸
崎
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
卓
球

ク

ラ

ブ

が

発

足

し
、

手

話

サ
ー

ク

ル

の

有

志

に

よ

る

指

導
・
補
助
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
視
覚
障
害
者
卓

球(

S
T
T)

も
発
足

し
、
年
々
卓
球
部

員
が
増
加
、
他
の

サ
ー
ク
ル
か
ら
も
卓
球
好
き
な
方
や
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

に
関
心
が
あ
る
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。

平
成
二
十
九
年
「
身
障
者
卓
球
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
。
練
習
相
手
・
指
導
・
準
備
・
片
付
け
の

支
援
、
身
障
協
の
行
事
支
援
な
ど
幅
広
い
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

平
成
三
十
年
「
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
」

が
発
足
。
サ
ー
ク
ル
名
を
「
身
障

者
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
」
と
改
名
。

ボ
ッ
チ
ャ
で
は
ラ
イ
ン
引
き
な
ど

の
準
備
支
援
や
、
ル
ー
ル
説
明
、

審
判
補
助
な
ど
様
々
な
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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新利根No.1

ふれあいボランティア

活動内容 障がい者施設ハートピアの支援 ・ 独居高齢者給食サービス支援

活動場所 障がい者センターハートピアいなしき 等

活動頻度 障がい者施設支援（月１回） 給食サービス支援（年１回、６０食）

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
障
が
い
者
施
設
で
障
が

い
者
の
方
の
支
援
や
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
た
め
の
、

お
弁
当
作
り
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

約
十
年
前
に
代
表
の
池
田
さ
ん
が
、
民
生
委
員
の
橋
詰
先

生
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
ハ
ー
ト
ピ
ア
に

絞
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
代
表
代
理
の
竹
内
さ
ん
は
、
良

い
支
援
だ
な
と
入
れ
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
。
十
年
以
上

前
か
ら
活
動
し
て
い
る
足
立
さ
ん
は
、
村
の
足
し
に
な
り

た

い

と

い

う

の

が

動

機
。

北

川

さ

ん

は
、

民

生

委

員

を

や
っ
て
い
て
橋
詰
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
そ
う
で
す
。

松
浦
さ
ん
は
、
竹
内
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
塚
本

さ
ん
は
、
会
が
出
来
て
す
ぐ
に
入
り
十
九
年
位
に
な
る
と

の
こ
と
。
代
表
や
先
輩
た
ち
が
良
く
、
付
い
て
き
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

＊
取
材
当
日
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
椅
子
作
り
の
準
備
と
散

歩
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
の
無
垢

な
笑
顔
が
良
い
。
」
と
の
こ
と
、
こ
の
活
動
で
、
皆
さ
ん

と
会
え
る
の
が
楽
し
い
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

肉まんを売っています
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新利根No.2

草刈ボランティア

活動内容 地域の環境整備と美化 ・ 除草作業

活動場所 新利根中学校校庭ならびに中学校周辺と通学路・新利根幼稚園園庭

カエル公園・高齢者施設・身体障害者の方の屋敷 等

活動頻度 ４月～１０月 （ 気候の状況により，３月末から実施 ）

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
の
環
境
が
良
く
な
る
よ

う
に
と
草
刈
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

池
田
さ
ん
が
代
表
向
か
っ
て
右
側
、
左
は
山
本
さ
ん
で
す
。

発
端
は
平
成
二
十
二
年
の
真
夏
、
炎
天
下
で
中
学
校
の
先

生
が
草
刈
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
山
本
さ
ん
か
ら
池
田

さ
ん
に
声
を
か
け
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

母
校
の
先
生
た
ち
が
教
育
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
自
分
た

ち
が
や
ろ
う
と
い
う
気
持
が
一
致
。

草
刈
隊
と
し
て
平
成
二
十
二
年
四
月
に
立
ち
上
げ
、
地
域

の
人
に
声
を
か
け
続
け
て
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

（
文
責

諸
岡
）

頑張ってます～

草刈り機は持参。健康

だからできること。

水分補給や休憩を大切

にしています！
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新利根NO.3

活動内容 高齢福祉サービス(給食サービス）の給食配送 及び 安否確認

活動場所 新利根地区の方に配送

活動頻度 月1回

配送ボランティアHOT

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
H
O
T
は
、
独
居
高
齢
者
を
対
象

に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
の
配
送
を
す
る
こ
と

で
安
否
確
認
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

こ

の

活

動

は
、

二

十
～

二

十

五

年

以

上

前

か

ら

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
の
代
表
で
三

代
目
だ
そ
う
で
す
。

も
と
も
と
は
、
ふ
れ
あ
い
給
食
の
配
食
活
動
に
興
味
が
あ

る
人
が
集
ま
っ
て
、
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
民
生
委
員
が
担
当
地
区
に
配
送
す
る
と
い
う
形
で
活

動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
見
守
り
で
は
、
体
調
不
良
の
方
も
い
る

そ
う
で
、
そ
の
際
に
は

市
の
高
齢
福
祉
課
に

連
絡
す
る
な
ど
、

独
居
の
方
の
支
援
の

一
つ
と
し
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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新利根No.4

活動内容 生活習慣病予防食の伝達講習やレシピ紹介、 食生活改善のための普及

活動場所 新利根地区センター

活動頻度 月に数回

食生活改善推進員協議会 新利根支部

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
新
利
根
支
部
は
、
「
私
た
ち

の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
健
康
の
基

本
で
あ
る
食
生
活
の
改
善
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

「
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
」
と
し
て
「
食

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
も
併
名
し
、
地
域
に
お
け
る
食
育
推
進

の
担
い
手
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
の
で
き
る
食
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
食
の
伝
達
講
習
や

レ
シ
ピ
紹
介
、
小
学
校
六
年
生
を
対
象
と
し
た

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、
食
生
活

改
善
の
た
め
の
普
及
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
調
理
、
地
区
公
民

館
除
草
作
業
な
ど
、
食
育
の

普
及
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.1新利根No.5

新利根更生保護女性の会

活動内容 更生施設訪問 (運動会・相撲大会での奉仕）、 刑務所参観

あいさつ運動（各小中学校）愛の募金（８月） 社会を明るくする運動

活動場所 施設、小学校 等

活動頻度 施設訪問（年数回）あいさつ運動（年２回）社会を明るくする運動（年１回）

新
利
根
更
生
保
護
女
性
の
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更

生
保
護
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
募
金
活
動
な
ど
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
）

大
津
さ
ん
は
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
更
生
保
護
女
性
の
会

の
組
織
運
営
を
聞
い
て
、
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と

思
い
入
会
し
て
十
二
年
に
な
り
ま
す
。
古
澤
さ
ん
は
、
仕

事
し
て
い
る
時
に
誘
わ
れ
て
入
り
、
六
十
歳
に
な
っ
て
本

格
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
手
伝
っ
て
頂
け
る
仲
間
を
探
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

諸
岡
）

（
更
生
保
護
女
性
会
綱
領
）

私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
の

一
員
と
し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社

会
を
め
ざ
し
ま
す
。
私
た
ち
は
更
生
保
護
の
心
を
広
め
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
提
携
し
つ
つ
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更

生
の
た
め
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
知
識
を
求
め

自

己

研

鑽

に

励

む

と
と

も

に
、

あ

た

た
か

な

人

間

愛

を

仲間を募集しています！

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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新利根No.6

活動内容 高齢者施設でのボランティア、 ふれあい電話・給食、 古紙回収

活動場所 高齢者施設や新利根地区センターなど

活動頻度 毎週水曜日 （週1回）

さくらボランティア

さ
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
他
の
地
域
で
行
な
っ
て

い
た
安
否
確
認
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
稲
敷
で
も
始
め
よ

う
と
の
想
い
で
岡
野
代
表
と
仲
間
が
集
い
活
動
を
し
て

い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

新
利
根
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
時
か
ら
独
居

高
齢
者
の
方
の
安
否
確
認
の
た
め
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
活
動
開
始
し
て
か
ら
、
民
生
委
員
の
方
な
ど
も

参

加

し

始

め

た

の

で
、

社

会

福

祉

協

議

会

に

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
団
体
登
録
し
て
、
さ
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
発

足
さ
れ
ま
し
た
。

「
で
き
る
時
に
で
き
る
だ
け
の
活
動
を
楽
し
く
行
う
こ

と
。
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ふ
れ
あ
い
電
話
に
始
ま
り
、
独

居
高
齢
者
へ
の
ふ
れ
あ
い
給
食
、
高
齢
者
介
護
施
設
で

の
清
掃
活
動
や
話
し
相
手

古
紙
回
収
に
よ
る
福
祉
団
体

へ
の
寄
付
な
ど
様
々
な
活
動

へ
と
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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新利根No.7

日赤奉仕団 新利根支部

活動内容 古紙回収により、政審障がい者施設に寄付

給食サービス（４６食）と、独居高齢者への訪問と交流

ハートピアの文化祭やその他イベントの炊き出し

活動場所 事業により，異なる

活動頻度 古紙・段ボール回収 １回/２月，イベント等随時

日
赤
奉
仕
団
利
根
支
部
は
、
地
域
の
困
り
ご
と
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
支
援
の
た
め
に
、
作
ら
れ
た
団
体

で
す
。

（
取
材
）

池
田
さ
ん
が
、
平
成
十
五
年
に
役
場
か
ら
依
頼
さ
れ
前
身
の

女
性
の
会
を
辞
め
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
か
ら
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
食
事
作
り
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
数

年
後
ハ
ー
ト
ピ
ア
で
の
古
紙
回
収
を
聞
い
て
、
池
田
さ
ん
の

自
宅
で
始
め
た
と
の
こ
と
。
十
年
程
前
か
ら
現
在
の
代
表
、

大
橋
さ
ん
の
倉
庫
を
使
っ
て
い
ま
す
。
大
橋
さ
ん
は
盆
踊
り

大
会
か
ら
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
花
摘
み
な
ど
行
事
を
増
や

し
て
い
っ
た
ら
会
員
が
増
え
た
と
の
こ
と
。
古
山
さ
ん
は
や

は
り
女
性
の
会
か
ら
で
五
年
前
に
役
員
に
な
り
会
計
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
沼
崎
さ
ん
は
副
会
長
。
一
年
前
か
ら
古
紙
回

収
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
も
副
会
長
と
会
計
は
二

年
や
っ
て
い
ま
す
。
寺
崎
さ
ん
は
一
年
前
か
ら
会
計
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

長
い
活
動
の
理
由
を
聞
く
と
、
皆
さ
ん
が
応
援
・
協
力
し
て

く
れ
る
か
ら
、
ま
と
ま
り
が
良
い
、
地
域
性
だ
ろ
う
が
必
ず

助
け
て
く
れ
る
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

頑張ってます！
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新利根No.8

箏の会

活動内容 地域の人々に楽しんでもらう 琴の良さを広める

活動場所 市内の小・中学校、 施設 (訪問 ５～６ヶ所）

活動頻度 練習 月2回 第１水 福祉センター 第３木 水郷荘

箏
の
会
は
、
市
内
の
学
校
や
施
設
を
、
訪
問
し
琴
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

鈴
木
先
生
が
、
平
成
十
七
年
に
発
足
し
、
琴
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
土
浦
で
琴
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

藤
郷
さ
ん
が
代
表
に
な
っ
て
、
小
・
中
学
校
の
体
験
学
習

を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
、
施
設
訪
問
な
ど
の
活
動
が
始
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
根
本
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
稽
古
を
続
け
て

い
ま
す
。
糸
賀
さ
ん
と
池
上
さ
ん
は
公
民
館
講
座
で
や
っ

た
の
が
き
っ
か
け
。
池
田
さ
ん
は
、
、
三
十
七
才
か
ら
十

五
年
位
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
石
井
さ
ん
は
、
琴
の
経

験
は
な
い
が
「
初
め
て
の
お
琴
教
室
」
が
き
っ
か
け
。
坂

本
さ
ん
は
、
あ
る
会
合
の
隣
で
琴
の
音
が
聞
こ
え
引
か
れ

て
入
っ
た
そ
う
で
す
。
尺
八
の
坂
本
さ
ん
・
本
田
さ
ん
も

心
に
感
動
を
与
え
る
音
色
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

＊
皆
さ
ん
、
楽
し
い
か
ら
長
く
続
い
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

訪
問
に
行
っ
て
演
奏
し
、
喜
ん
で
貰
え
る
の
が
嬉
し
い
と

の
こ
と
。
演
奏
会
用
に
お
揃
い
の
衣
装
を

着
る
の
も
楽
し
み
な
よ
う
。

（
文
責

諸
岡
）

琴の音を皆さんへ
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新利根No.9

活動内容 高齢者施設でのフォークダンス披露

活動場所 高齢者施設 （ 稲敷市、 龍ケ崎市、 河内町 ）

活動頻度 月1回程度

さくらフォークダンス

さ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
高
齢
者
施
設
で
の
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
の
披
露
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

十
五
年
前
く
ら
い
か
ら
新
利
根
地
区
の
ダ
ン
ス
が
好
き
な

人
達
が
集
ま
っ
て
、
会
員
で
あ
る
ダ
ン
ス
の
先
生
の
指
導

の
も
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
任
意
団
体
と
し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
三
・
四

年
前
か
ら
高
齢
者
施
設
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
披
露
を

開
始
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
五
月
に
、
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
。
「
高
齢
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
。
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
現
在
も
月
一
回
高
齢
者
施

設
を
回
っ
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
活
動
地
域
ー
稲
敷
市
、
龍
ケ
崎
市
、
河
内
町
）

（
文
責

根
本
）
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新利根No.10

活動内容 学習支援とアットホームな居場所 ・ 交流の場所づくり

活動場所 新利根地区センター内

活動頻度 毎週土曜日 13：30～16：30

てらこむ （寺子屋×コミュニティー） NPO法人SMSC

て
ら
こ
む
は
、
生
活
困
窮
や
様
々
な
理
由
で
、
十
分
に
学

習
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。

（
取
材
）

根
本
代
表
は
元
々
、
障
害
者
の
福
祉
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
発
達
障
害
の
人
が
入
居
し
た
時
に
あ
ま
り

の
貧
困
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
精
神
障
害
の
原
因
に
生
育
環

境
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
子
ど
も
支
援
が
出
来
て
い
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
環
境
を
ど
う
に
か
し
た
い
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
関
わ
り
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に

し
た
い
、
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

て
ら
こ
む
は
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
前

に
龍
ヶ
崎
市
の
未
来
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
モ
デ
ル
事
業
）

の
視
察
に
一
年
か
け
た
そ
う
で
す
。
稲
敷
市
・
生
活
福
祉
課
の

委
託
事
業
で
す
。
こ
の
一
年
の
成
果
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

が
学
校
に
行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
不
登
校
が
改
善

さ
れ
て
い
る
結
果
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
月
一
回
、
「
生
活

困
窮
者
支
援
調
整
会
議
」
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
今
後
、
会
員
に
な
り
協
力
し
て
く
れ
る
方
は
、
学
習
だ

け
で
は
な
く
、
愛
情
不
足
の
子
ど
も
た
ち
、
生
活
の
自
立

支
援
の
重
要
性
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
を
望
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

はい注目！
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桜川No.1

須賀津ボランティア

活動内容 地区独居高齢者支援、買物代行、外出支援、ふれあい給食 等

活動場所 桜川地区センター 要望があったら対応。

活動頻度 年１回、お弁当作り （夏場以外） 高齢者支援は随時

須
賀
津
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢

者

の

た

め

に
、

様

々

な

支

援

と

お

弁

当

作

り

等

を

行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

栗
山
さ
ん
（
代
表
）
と
高
須
さ
ん
は
始
め
て
五
年
ほ
ど

に

な
り

ま

す
。

十

年

以

上

前
に

地

域

の

先
輩

た
ち

が

や
っ
て
い
た
こ
と
を
引
き
継
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
、
動
機
は
人
に
勧
め
ら
れ
て
。
高
野
さ
ん
は
お

世
話
に
な
っ
た
の
で
お
返
し
に
と
、
子
ど
も
が
大
き
く

な
る
と
地
域
の
人
と
の
交
流
が
な
く
な
る
、
宮
崎
さ
ん

は
少
し
で
も
助
け
合
い
を
と
い
う
思
い
で
始
め
た
そ
う

で
す
。

続
け
て
い
る
理
由
を
聞
く
と
、
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
や
る
の
が
楽
し
い
と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の

答
え
で
し
た
。
又
、
高
齢
者
か
ら
「
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
」
と
か
「
美
味
し
い
。
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
や
は

り
嬉
し
い
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

美味しいですよ～



ー 46 　ー

桜川No.2

活動内容 高齢者介護施設のボランティア、 高齢者の見守り、 給食サービス

活動場所 馬渡地区防災センター

活動頻度 月 4〜5回

馬渡ボランティア

馬
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
引
き
こ

も
る
こ
と
な
く
、
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
貢
献
活
動
と
高
齢
者
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

こ
の
団
体
は
、
桜
川
村
時
代
の
十
年
前
に
上
馬
渡
、
下
馬

渡
の
二
人
が
集
ま
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

「
地
域
の
お
年
寄
り
が
引
き
こ
も
る
こ
と
な
く
、
元
気
に

過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
。
み
ん
な
と
一
緒
に
い
る
と
楽
し

い
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
」
と
の
思
い
か
ら
、
高
齢
者

介
護
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
シ
ー
ツ
交
換
、

清
掃
、
縫
製
や
行
事
支
援
等
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
高
齢
者
の

見
守
り
と
話
し
相
手
の

活
動
や
独
居
老
人
の
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.３

活動内容 高齢者を対象にしたサロン活動

活動場所 馬渡地区防災センター

活動頻度 月1回

馬渡茶話会

馬
渡
茶
話
会
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
引
き
こ
も
る
こ

と
な
く
、
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
馬
渡

地
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

茶
話
会
は
、
馬
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し
て
い
る
際

に
独
居
老
人
の
サ
ロ
ン
活
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
話
が

あ
が
り
、
お
茶
会
の
活
動
を
地
域
内
で
始
め
て
い
く
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。

桜
川
療
術
院
の
先
生
を
招
待
し
て
健
康
体
操
を
行
っ
た
り
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
近
隣
の

高
齢
者
を
対
象
に
サ
ロ
ン
（
お
茶
会
）
活
動
の
運
営
し
て

い
ま
す
。

(

文
責

根
本
）
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桜川No.4

甘田ボランティア

活動内容 地区高齢者の見守り（随時） 現在４名 お弁当配送 ４名

給食サービス調理 地区内道路の清掃活動・美化活動

活動場所 甘田地区公民館 地区高齢者のお宅

活動頻度 お弁当配送 月１回 、 見守り・お楽しみ会（随時）

甘
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
区
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
、

お
弁
当
配
送
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
）

山
口
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年
、
郡
司
さ
ん
か
ら
声
か
け
ら

れ
、
楽
し
い
か
な
、
皆
と
交
流
で
き
る
か
な
と
始
め
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
飯
島
さ
ん
は
、

老
人
ホ
ー
ム
に
勤
め
て
い
た
経
験
か
ら
、
老
人
さ
ん
の
お

役
に
立
て
ば
と
。
郡
司
さ
ん
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
六
十

歳
で
定
年
し
た
あ
と
役
所
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勧
め
ら

れ
て
始
め
た
そ
う
で
す
。
地
元
の
情
報
は
自
分
達
で
集
め

て
、
対
象
者
を
決
め
て
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
は
「
高
齢
者
に
親
し
み
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」
、
飯
島
さ
ん
と
郡
司
さ
ん
は
「
待
っ
て
い
る
の
が
嬉

し
い
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
取
材
の
日
は
四
件
、
同
行
し
ま
し
た
。

二
件
は
不
在
で
し
た
が
、
鍵
や
自
転
車
な
ど
で
様
子
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
の
方
と
は
、
色
々
お
話
し
な
が

ら
健
康
状
態
や
、
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
聞
き
安
否
の
確
認
を

し
て
い
ま
し
た
。
二
人
共
、
笑
顔
で
嬉
し
そ
う
に
お
話
し

し
て
い
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）
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桜川No.5

活動内容 地域高齢者の見守り活動、 ふれあい給食サービス、 環境美化活動

活動場所 戸前農村集落センター

活動頻度 月数回

浮島ボランティア

浮
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
人
暮
ら
し
の
見
守
り
や
地
域

の
情
報
把
握
を
通
し
た
地
域
貢
献
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
は
地
域
単
位
に
集
落
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
時
に

作
ら
れ
た
女
性
部
の
活
動
が
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設
立
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
と
し
て
、
地
区
高
齢
者
の
見
守
り
や
地
域
住

民
情
報
の
把
握
を
中
心
に
、
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
の

調
理
、
集
落
セ
ン
タ
ー
の
維
持
・
清
掃
な
ど
の
地
区
内
の

環
境
美
化
活
動
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
や
り
が
い
や
楽
し
み
を
目
的
に
、
独
居
の
方

の
見
守
り
と
情
報
交
換
、

地
域
住
民
の
情
報
把
握

を
す
る
な
ど
、
浮
島
地

域
に
密
着
し
て
活
動
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.1桜川No.６

桜川更生保護女性の会

活動内容 更生施設訪問 (運動会・相撲大会・奉仕作業）、 刑務所参観

あいさつ運動（小・中学校）愛の募金（８月） 社会を明るくする運動

活動場所 施設、小・中学校 等

活動頻度 施設訪問（年数回）あいさつ運動（年５回）社会を明るくする運動（年１回）

桜
川
更
生
保
護
女
性
の
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
保

護
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
募
金
活
動
な
ど
様
々
な
活

動
を
通
し
て
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
取
材
）

大
竹
さ
ん
は
、
民
生
委
員
を
六
年
や
っ
て
、
更
生
保
護
女
性

の
会
に
入
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
か
ら
、
更
生
に
と
い
う
流

れ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
根
本
さ
ん
・
矢
崎
さ
ん
は
定
年
後
、

先
輩
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
入
り
ま
し
た
。
二
人
と
も
現
在

は
民
生
委
員
も
兼
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
微
力
な
が
ら
ど
こ

か
で
何
か
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

後
任
を
お
願
い
し
た
い
が
、
な
か
な
か
受
け
て
く
れ
な
い
の

が
、
現
状
と
の
こ
と
で
、
残
念
そ
う
で
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

（
更
生
保
護
女
性
会
綱
領
）

私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
の
一
員

と
し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
め
ざ

し
ま
す
。
私
た
ち
は
更
生
保
護
の
心
を
広
め
、
次
代
を
担
う
青
少

年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
提
携
し

つ
つ
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生
の
た
め
の
支
え
と
な
り

ま
す
。
私
た
ち
は
知
識
を
求
め
自
己
研
鑽
に
励
む
と
と
も
に
、
あ

た
た
か
な
人
間
愛
を
も
っ
て
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
行

動
し
ま
す
。

仲間を募集しています！

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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桜川No.7

活動内容 高齢者施設ボランティア、環境整備、ふれあい給食、高齢者訪問活動 など

活動場所 高齢者施設 等

活動頻度 月 ４～５回

古渡ボランティア

古
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
引
き
こ

も
る
こ
と
な
く
、
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
貢
献
活
動
と
高
齢
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。

（
取
材
）

地

域
ご

と
に

集

落

セ
ン

タ
ー

が

で

き

る
時

に
、

婦

人

会

（
女
性
部
）
で
の
活
動
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
現
在

ま
で
引
き
継
が
れ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
設
立
。

古
渡
地
区
に
住
む
女
性
の
方
を
中
心
に
、
高
齢
者
施
設
で

の
シ
ー
ツ
交
換
や
洗
濯
物
整
理
、
行
事
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
花
壇
の
環
境
整
備
、
ふ
れ
あ
い
給
食
作
り
、

地
区
内
独
居
高
齢
者
の
訪
問
活
動
な
ど
の
様
々
な
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

「

高
齢

者

の
方

が
、

元
気

に

過
ご

し

て

も

ら
え

る

よ

う

に
。
」
と
の
思
い
で
、
メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
や
楽
し
み
、

人
と
の
交
流
を
育
み
な
が
ら

地
域
貢
献
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.8

活動内容 高齢者の見守りや情報把握、 ふれあい給食サービス、 環境美化活動

活動場所 戸前農村集落センター

活動頻度 月に数回

ひめゆり会

ひ
め
ゆ
り
会
は
、
地
域
内
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
地
域
情

報
の
把
握
、
高
齢
者
へ
の
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
地

区
内
の
環
境
美
化
活
動
や
集
落
セ
ン
タ
ー
の
維
持
清
掃
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
き
に
、
女
性
部
が
生

ま
れ
、
そ
の
活
動
が
引
き
継
が
れ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
し
て
現
在
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
や
楽
し
み
を
目
的
に
、
浮
島
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
交
流
イ

ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
行

い
な
が
ら
、
連
携
し
て

地
域
貢
献
し
て
、
地
域

貢
献
に
関
わ
る
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.9

活動内容 高齢者介護施設での喫茶コーナー運営、 環境美化活動

活動場所 桜川地区センターなど

活動頻度 年数回

大杉ボランティア

大
杉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
高
齢
者
の
手
助
け
が
し
た
い
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

地
域
内
の
環
境
美
化
活
動
、
高
齢
者
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

代
表
の
富
沢
さ
ん
は
、
「
少
し
で
も
老
人
の
手
助
け
が
し

た
い
。
」
と
思
い
、
二
十
年
前
か
ら
活
動
を
開
始
。
最
初

は
弁
当
作
り
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
が
、
大
杉
神
社
の
環
境

美
化
活
動
や
高
齢
者
施
設
で
の
喫
茶
な
ど
活
動
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

現

在

で

は
、

高

齢

者

介

護

施

設

で

の

喫

茶

コ
ー

ナ
ー

運

営
・
花
壇
の
手
入
れ
、
ふ
れ
あ
い
給
食
作
り
、
桜
川
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
手
伝
い
、
ハ
ー
ト

ピ
ア
夏
祭
り
の
手
伝

い
な
ど
、
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.10

活動内容 ハートピアいなしきでの作業補助 及び 祭りでのボランティア

活動場所 稲敷市佐原組新田１５４０−１

活動頻度 月1回

カトレア

カ
ト
レ
ア
は
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
で
の
月
一
回
の

作
業
補
助
や
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
祭
り
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
介
護
老
人
保
険
施
設
い
な
し
き
の
郷
に
て
、
手

作
り
お
菓
子
を
作
っ
た
カ
フ
ェ
運
営
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
を
、
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
業
所
の
方
で
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
が
確

保
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
カ
フ
ェ
活
動
は

一
旦
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
頃
に
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
作
業
補
助
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り

そ
の
活
動
を
引
き
受
け
て
、
月
一
回
の
作
業
補
助
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま

た

年
一

回

開
催

さ

れ

る

ハ
ー

ト
ピ

ア

祭

り

の

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
活
動
も
開
始
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.11

本読みむらさくらがわ

活動内容 本読み会（本や紙芝居の読み聞かせ）

活動場所 桜川地区の小学校（浮島・阿波・古渡）

活動頻度 各学校 月１回 午前８時から、１５分間

本
読
み
む
ら
さ
く
ら
が
わ
は
、
地
区
の
小
学
校
で
本
読
み

や
紙
芝
居
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
十
七
年
に
代
表
の
須
貸
さ
ん
が
、
阿
波
小
の
教
頭
先
生

に
勧
め
ら
れ
て
始
め
ま
し
た
。
十
五
・
六
人
集
ま
り
始
め
た

そ
う
で
す
。

須
貸
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
も
と
も
と
や
り
た
か
っ

た
そ
う
。
杉
浦
さ
ん
は
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
と
好

き
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
動
機
。
遠
藤
さ
ん
は
、
本
読
む
の
が

好
き
で
私
も
や
り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
、
根
本
さ
ん
は
、
代

表
と
子
ど
も
が
同
級
生
で
最
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
を

取
り
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
動
機
。

皆
さ
ん
、
子
ど
も
達
の
反
応
が
見
え
て
面
白
い
、
楽
し
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
目
的
＊

一
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
面
白
さ
を
伝
え
る
。

二
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
ふ
れ
る
機
会
を
つ
く
る
。

三
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
密
に
な
る
。

（
文
責

諸
岡
）

子どもたちの笑顔が嬉

しいですね！
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桜川No.12

活動内容 独居高齢者へのお弁当配送、安否確認

活動場所 桜川地区センター

活動頻度 月１回（６〜9月は休止）

桜川配送ボランティア

桜
川
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
七
十
歳
以
上
の
在
宅

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
に
し
た
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
配
送
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

（
取
材
）

毎
月
一
回
（
六
月
か
ら
九
月
は
休
止
）
、
六
つ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
を
作
り
、

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
高
齢
者
の
ご
自
宅
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

配
送
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
、
弁
当
の
調
理
ス
タ
ッ
フ
も

兼
ね
て
お
り
、
弁
当
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
方
へ
お

弁
当
を
届
け
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
生
活
状
況
な
ど

を
共
有
し
て
、
独
居
の
方
の
生
活
の
見
守
り
や
安
否
確

認
活
動
の
一
つ
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
元
気
な
高
齢
者
の
方
が

喜
ん
で
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
が
楽
し
み
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
り
、
皆

さ
ん
や
り
が
い
を
も
っ
て

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.13

宮本商店

活動内容 要望に応えたお弁当、惣菜などの製造・販売、コミュニティースペースの提供

活動場所 宮本商店（稲敷市須賀津９６９）

活動頻度 営業日 等 （要望相談に応じます）

宮
本
商
店
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
困
り
ご
と
を
引
き
受

け
た
り
、
色
々
な
要
望
に
応
え
活
動
し
て
い
る
お
店
で
す
。

（
取
材
）

き
っ
か
け
は
、
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
高
齢
者
か
ら
、
総

菜
を
作
っ
て
と
頼
ま
れ
た
こ
と
。
宮
本
さ
ん
は
、
そ
れ
か

ら
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
」
と
い
う
姿
勢
で
食
・
買

物
や
交
流
な
ど
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え
合
い
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

＊
店
の
前
に
毎
日
、
手
書
き
の
看
板
を
設
置
。

通
る
人
た
ち
に
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
情
報
提
供
し
て

い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、
情
報
発
信
し
て
お
り
、

遠
方
か
ら
の
来
客
も
あ
る
と
の
こ
と
。

お
弁
当
や
総
菜
な
ど
は
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
て
い
る

う
ち
に
、
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
依
頼
が
あ
れ
ば
配
達
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

＊
倉
庫
を
改
装
し
た
「
須
賀
津
ベ
ー
ス
」
は
、
地
域
交
流

の

ス

ペ
ー

ス

と

し

て
、

居

場

所

・

休

憩

所

・

し

ゃ

べ

り

場
・
趣
味
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

諸
岡
）

素敵なスペースです
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桜川No.14

活動内容 浮島地区のサロン活動 （ お茶のみ場の提供 ），脳トレ（月１回）

活動場所 神崎屋商店

活動頻度 営業日（月〜土）

神崎屋「よってこ」

神
崎
屋
「
よ
っ
て
こ
」
は
、
神
崎
屋
商
店
の
一
部
を
改
修

し
て
、
お
茶
飲
み
場
と
し
て
地
域
開
放
を
始
め
た
サ
ロ
ン

活
動
で
す
。

（
取
材
）

神
崎
屋
商
店
が
、
地
域
で
仕
事
が
で
き
て
き
た
の
は
、
地

域
の
み
ん
な
に
支
え
て
き
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
だ
と
感
じ

て
お
り
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。
」
と
い
う
思
い
で
、
サ
ロ
ン
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

「
よ
っ
て
こ
」
に
集
ま
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、
も
と
も

と
二
十
年
前
く
ら
い
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
で
お
店
を

出
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
や
近
隣
の
方
で
、
現
在
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

時
が
経
ち
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
で
、
「
最
近
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
あ
ま
り
参
加

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
」

そ
の
た
め
、
現
在
は
「
み
ん
な
で
話
し
て
い
る
と
ボ
ケ
な

い
ん
だ
よ
ね
。
」
と
、
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
で
み
ん

な
の
ボ
ケ
防
止
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
作
り
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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桜川No.15

活動内容 月１回のなかよし会イベント （ お茶会、 シルバー体操 、脳トレ ）

活動場所 阿波コミュニティー防災センター

活動頻度 月1回

大杉なかよし会

大
杉
な
か
よ
し
会
は
、
地
域
住
民
の
交
流
と
生
き
が
い

つ
く
り
や
楽
し
み
の
た
め
に
、
月
一
回
の
な
か
よ
し
会
イ

ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

な
か
よ
し
会
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
シ
ル
バ
ー
体
操
、
脳
ト
レ
、

お
茶
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
富
沢
さ
ん
は
、
も
と
も
と
民
生
委
員
を
や
っ
て
い

た
時
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と

任
意
団
体
（
現
在
の
な
か
よ
し
会
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」

と
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動

を
継
続
し
て
、
現
在
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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江戸崎No.1東No.1

東更生保護女性の会

活動内容 更生保護施設訪問 (イベントへの参加・奉仕作業）、障害者施設での奉仕作業

あいさつ運動（各小学校）愛の募金（８月） 社会を明るくする運動

活動場所 施設、小学校 等

活動頻度 更生施設訪問（年数回）あいさつ運動（年２回）

社会を明るくする運動（年１回）障害者施設奉仕作業（月１回）

東
更
生
保
護
女
性
の
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
保

護
に
関
す
る
活
動
や
障
害
者
施
設
等
で
の
奉
仕
活
動
を
し

て
い
る
団
体
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
募
金
活
動
な
ど
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
）

現

在
、

十

一

名

で

活

動

し

て

い

ま

す

が
、

新

し

い

人

が

入
っ
て
く
る
見
込
み
が
な
く
、
会
員
の
負
担
を
少
な
く
す

る
方
向
性
が
、
重
要
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

（
更
生
保
護
女
性
会
綱
領
）

私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
の

一
員
と
し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社

会
を
め
ざ
し
ま
す
。
私
た
ち
は
更
生
保
護
の
心
を
広
め
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
提
携
し
つ
つ
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更

生
の
た
め
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
知
識
を
求
め

自

己

研

鑽

に

励

む

と
と

も

に
、

あ

た

た
か

な

人

間

愛

を

も
っ
て
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

仲間を募集しています！

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556764125/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaG9nbzEva291c2VpaG9nb3NoaW5rb3UvaG9nbzAzXzAwMTAzLmh0bWw-/RS=^ADBeYOBQcI2twBNO5okUw9ONe7EMcY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU0t2bnhUdmZVNTN3S2tYUFRrXzhqUkpmMUU5UmctMXhtNTJSRzRxWWlvZ2lQdVhHTS1TbkdOeWJFBHADNTZTLjVMeWE0NEtTNXBpTzQ0S0w0NEdQNDRHWjQ0S0w2WUdMNVl1VgRwb3MDNwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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東No.2

傾聴ボランティアうさぎさん

活動内容 高齢者等へ訪問による傾聴活動、 訪問時の安否確認

活動場所 高齢者のお宅

活動頻度 家庭訪問 月1回 又は、月2回

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
さ
ぎ
さ
ん
は
、
主
に
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
家
庭
訪
問
で
、
お
話
相
手
を
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

（
取
材
）

皆
さ
ん
の
活
動
き
っ
か
け
は
、
稲
敷
市
社
協
の
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
見
て
応
募
、
社
協
主
催
の
講
習
会
を

受
け
、
平
成
二
十
三
年
に
設
立
。
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

窓
口
は
社
協
で
調
整
。

代
表
の
村
山
さ
ん
は
心
の
ふ
れ
あ
い
、
共
感
し
喜
ん
で
も

ら
え
た
と
感
じ
た
時
、
良
か
っ
た
と
思
う
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

た
え
ず
反
省
し
な
が
ら
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
自
分
の
た

め
に
や
っ
て
い
る
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
原
則
二
人
体
制
で
訪
問
。
一
時
間
位
。

一
回
／
月

定
例
会
と
自
主
研
修
会
を
開
い
て
い
る
。

(
心
が
け
て
い
る
事)

＊
自
分
の
考
え
を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
傾
聴
す
る
こ
と
。

（
文
責

諸
岡
）

じっくり、耳を傾けます。
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東No.3

ミツバサロン

活動内容 サロン（たまり場）手芸、喫茶、ちょっとした困りごとお手伝い等

活動場所 光葉自治会館

開催頻度 たまり場 第２・４火曜 10時～3時

喫 茶 第４火曜(2カ月に１回） 10時～4時

ミ
ツ
バ
サ
ロ
ン
は
、
光
葉
団
地
の
高
齢
者
の
絆
を
強
め
る

為
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
二
十
年
に
地
域
の
草
刈
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
の

手
伝
い
を
目
的
に
、
男
性
主
体
の
「
ミ
ツ
バ
フ
レ
ン
ズ
」
が

設
立
。
そ
の
中
に
、
地
域
内
の
絆
を
更
に
強
め
る
為
、
平
成

二
十
二
年
に
山
本
さ
ん
を
中
心
に
「
ミ
ツ
バ
サ
ロ
ン
」
が

結
成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
北
川
さ
ん
、
今
市
さ
ん
は
好
き
な

菓
子
作
り
に
参
加
。
平
成
二
十
六
年
に
藤
田
さ
ん
へ
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
持
ち
た
い
と
い
う
の
が
動
機
。

富
岡
さ
ん
は
、
入
っ
て
四
年
。
手
芸
が
好
き
で
こ
の
活
動

に
興
味
が
あ
り
参
加
。
又
、
接
客
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
メ
ン

バ
ー
鈴
木
さ
ん
、
西
さ
ん
、
海
藤
さ
ん
、
青
木
さ
ん
の
貢
献

は
非
常
に
大
で
す
。

サ
ロ
ン
の
中
に
「
た
ま
り
場
」
を
作
り
、

色
々
な
手
芸
作
品
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
等
を
用
意
し
、

子
供
達
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

諸
岡
）

手作りケーキをどうぞ
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はじまるよ～(^^♪  東No.４

東おはなし会

活動内容 絵本・紙芝居を通して、子ども達が本の楽しみや感動を体験

活動場所 稲敷市立図書館 毎月最終の日曜日 10：30～11：00

活動頻度 あずま西小学校 １学期に２～３回

朝の時間 8：10～8：25 １５分 クリスマス会 １２月

東
お
は
な
し
会
は
、
子
供
た
ち
に
本
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
り
、
本
の
楽
し
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
、
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

こ
の
会
は
、
高
城
さ
ん
が
十
五
年
程
前
、
稲
敷
市
立
図
書

館
が
で
き
た
と
き
始
め
、
現
在
ま
で
代
表
と
し
て
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

青
木
さ
ん
は
約
十
年
前
に
図
書
館
の
人
に
勧
め
ら
れ
始
め

た
そ
う
で
す
。
定
年
後
一
年
間
、
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

講
習
を
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
気
に
な
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

永
長
さ
ん
は
仕
事
を
辞
め
て
い
た
十
四
年
程
前
に
た
ま
た

ま
図
書
館
で
や
っ
て
い
た
の
を
見
て
始
め
た
そ
う
で
す
。

話
す
の
も
子
ど
も
も
好
き
だ
け
ど
、
自
分
も
楽
し
い
の
で

続
け
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。
一
番
若
い
伊
藤
さ
ん
は
昨
年

六
月
頃
か
ら
、
自
分
で
も
出
来
る
と
思
っ
て
始
め
た
そ
う

で
す
。

（
文
責

諸
岡
）
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東No.5

みつばひろば

活動内容 サロン開催（脳トレ、体操、合唱、マジック 等）

活動場所 光葉自治会館

活動頻度 第１金曜日 午後１時３０分～（約２時間）

み
つ
ば
ひ
ろ
ば
は
、
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
の
一
助
と
し

て
の
サ
ロ
ン
活
動
を
、
光
葉
団
地
で
月
一
回
開
催
し
て
い

る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
二
十
七
年
か
ら
元
代
表
の
鈴
木
さ
ん
が
始
め
た
サ
ロ

ン
で
す
。
平
成
三
十
年
か
ら
針
生
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
「
こ
の
よ
う
な
活
動
は
継
続

し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
」
と
強
く
思
わ
れ
た
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

藤
田
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
が
と
て
も
良
か
っ
た
こ

と
で
ス
タ
ッ
フ
を
継
続
す
る
こ
と
に
。
針
生
智
子
さ
ん
は
、

自
分
の
た
め
、
人
の
た
め
に
な
れ
ば
と
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

脳
ト
レ
の
内
容
は
、
マ
チ
ガ
イ
絵
探
し
を
中
心
に
、
一
般

常

識

に

関

す

る

問

題

を

多

く

し

て

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

も

ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
脳
ト
レ
の
後
は
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
の
談
話
。
そ
し
て
体
操
・
合
唱
を
し
て
最
後
に
マ

ジ
ッ
ク
を
楽
し
み
散
会
。
マ
ジ
ッ
ク
は
針
生
代
表
の
趣
味

で
、
毎
回
小
道
具
も
準
備
し
て
実
演
指
導
、
そ
の
小
道
具

は

プ

レ

ゼ

ン

ト

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

す
。

皆

さ

ん

マ

イ

ペ
ー
ス
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

楽しいのが何よりです
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東No.6

活動内容 介護の普及啓発 介護相談 家族交流 居宅サービス（介護保険）

活動場所 稲敷市福田1597番地

活動頻度 月曜日から土曜日（8：30〜17：30）祝日も

特定非営利活動法人 認知症介護家族の会うさぎ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
知
症
介
護
家
族
の
会
う
さ
ぎ
は
、

認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
普
及
啓
発
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

諸
岡
代
表
は
元
々
、
看
護
学
校
の
教
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
義
母
が
認
知
症
に
な
り
、
介
護
し
て
い
た
義
妹
の

サ
ポ
ー
ト
を
始
め
た
こ
と
が
活
動
へ
の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
四
時
間
介
護
中
心
の
生
活
を
し
て
い
た
ご
家
族
は
、
や

が
て
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
、
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
認
知
症
の
母
へ
の
支
援
の
仕
方
や
関
わ

り
方
が
き
つ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
家
族
が
疲
弊
し
て
い

く
と
虐
待
も
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
諸
岡
さ

ん
は
、
在
宅
で
認
知
症
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
ケ
ア
の
必

要
性
、
そ
れ
が
当
事
者
支
援
に
つ
な
が
る
と
思
い
認
知
症
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

認
知
症
の
知
識
を
深
め
る
た
め
に
、
勉
強
し
て
大
学
院
の
人

間
社
会
研
究
学
科
を
受
験
。
合
格
後
は
、

大
学
近
く
の

ア

パ
ー
ト
に
二
年
間
暮
ら
し
な
が
ら
若
い
学
生
と
一
緒
に
学
び

ま
す
。
（
当
時
五
十
七
歳
。
）

卒
業
し
た
ら
現
場
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
、
東
日

本
大
震
災
前
に
N
P
O
の
立
ち
上
げ
を
決
意
し
、
震
災
後
の

八
月
に
N
P
O
法
人
を
設
立
。
同
十
二
月
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

う
さ
ぎ
を
立
上
げ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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東No.7

しらゆり会議

活動内容 近隣道路清掃事業 ・ 霞ヶ浦の清掃 ・ 古紙回収と缶拾い

寄付（ハートピア） ふれあい給食サービス（年１回６０食）

活動場所 東生涯学習センター 他

活動頻度 古紙回収と缶拾い（１か月毎交互） 清掃（３月・７月）

し
ら
ゆ
り
会
議
は
、
地
域
の
清
掃
に
力
を
入
れ
て
い
る

団
体
で
す
。

そ
の
他
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
）

大
野
さ
ん
が
平
成
十
三
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
代
表
は
、

藤
枝
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
坂
本
さ
ん
。
東
の
セ
ン
タ
ー

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
た
の
が
始
ま
り
と
の
こ
と

で
し
た
。
現
在
の
代
表
は
、
荒
川
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
解
散
す
る
か
ど
う
か
の
話
し
合
い
を
し
た
そ

う
で
す
が
、
結
果
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
に
。
自
分
た
ち
が
辞
め
た
ら
地
域
は
ま
た
汚
く
な
る

と
皆
の
思
い
が
一
致
し
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

＊
目
的
＊

一
、
清
掃
を
通
し
て
地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
。

車
か
ら
物
を
捨
て
る
人
が
い
な
く
な
る
。

二
、
古
紙
回
収
を
し
て
寄
付
、
会
員
の
交
流
を
図
る
。

三
、
独
居
老
人
に
栄
養
の
あ
る
も
の
を
届
け
る
。

（
文
責

諸
岡
）

これからも続けます！

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1561006331/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3ByZWNpb3VzLnJvYWQuanAvaWJhcmFraS9rYXN1bWlnYXVyYS5odG0-/RS=^ADBRKNVKyUpz0ewDfjXhEDPgTvCzuU-;_ylt=A2RimV97vwldB0wA6ymU3uV7
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東No.8

しらさぎ会

活動内容 地域独居高齢者の健康維持と楽しみのための交流

お弁当配達（東地区 約８０件） 会員の交流

活動場所 あずま生涯学習センター ⇒ ご自宅へ

活動頻度 お弁当配達 月１回 （６・７・８月除く）

し
ら
さ
ぎ

会
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
お
弁
当
の

配
達
と
、
交
流
会
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

根
本(

多)

さ
ん
は
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
で
十
二
人
で
発
足
。

三
十
年
前
か
ら
の
長
い
歴
史
が
あ
る
会
で
す
。
婦
人
会
の

全
国
大
会
に
出
て
、
東
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
い
と
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

新
里
さ
ん
は
民
生
委
員
を
や
っ
て
い
て
最
初
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
、
現
在
の
代
表
井
上
さ
ん
は
約
八
年
前
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
智
恵
子
さ
ん
は
入
っ
て
三
年
目
、
民
生
委
員

で
独
居
の
お
年
寄
り
が
い
る
状
況
を
見
て
い
ま
し
た
。

黒
田
さ
ん
・
松
田
さ
ん
・
多
鶴
子
さ
ん
・
高
橋
さ
ん
・
郡

山
さ
ん
は
人
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
入
っ
た
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
す
。
糸
賀
さ
ん
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
弁
当
と
配
達

両
方
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
ら
さ
ぎ
会
会
員
は
現
在
十
一
名
で
す
。

皆
さ
ん
の
思
い
は
、
お
年
寄
り
の
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
心
配
で
、
だ
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と

嬉
し
い
、
待
っ
て
い
て
く
れ
る
か
ら
心
と
心
の
交
流
が
あ

る
、
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
等
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

配食行ってきます
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東
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め

に
、
お
弁
当
を
作
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

平
成
二
十
二
年
に
ひ
ま
わ
り
会
が
解
散
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
有
志
が
集
ま
っ
て
発
足
。
糸
賀
さ
ん
が
代
表
と
な
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
糸
賀
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
協
力
し

て
く
れ
る
か
ら
続
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
斎
藤
さ
ん

は
、
退
職
後
に
入
り
、
髙
城
さ
ん
は
、
参
加
す
る
事
が
息
抜
き

と
、
仕
事
を
調
整
し
来
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
谷
さ
ん
は
、
地
域

の
交
流
も
ち
た
い
、
中
津
さ
ん
は
、
斎
藤
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
何
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
り
た
い
と
入
り
ま
し
た
。
自
分
の
為
で
も
あ
る

が
皆
に
会
う
の
が
楽
し
み
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
横
田
さ
ん
は
、

六
十
五
歳
過
ぎ
て
入
り
．
黒
田
さ
ん
は
、
大
谷
さ
ん
と
一
緒
の
食

改
講
座
を
受
け
入
り
ま
し
た
。
尾
林
さ
ん
は
、
四
十
年
以
上
前
か

ら
食
改
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
作
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も

好
き
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、
家
に
い
る
よ
り
楽
し

い
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
小
川
さ
ん
は
糸
賀
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

入
っ
た
そ
う
で
す
。

　☆
取
材
の
日
は
、
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
、
冬
瓜
の
煮
物
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
。
皆
さ
ん
、
き
び
き
び
と
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。
（
文
責
　
諸
岡
）

東No.９ 料理が好きです！

東給食ボランティア

活動内容 ふれあい給食調理 (77食)

活動場所 あずま生涯学習センター

活動頻度 月1回 第３水曜日 （夏場の４ヵ月は除く ）
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東No.10

東ふれあい電話

活動内容 独居高齢者への電話訪問と安否確認

活動場所 東支所 １階会議室

活動頻度 第２・４の月曜日、火曜日、木曜日 各４名（担当別に活動）

東
ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
独
居
高
齢
者
へ
の
電
話
に
よ
る
安

否
確
認
、
お
話
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

大
崎
さ
ん
も
含
め
平
成
二
十
六
年
に
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
勧
め
で
十
一
人
で
始
め
た
そ
う
で
す
。

◎
注
意
し
て
い
る
こ
と
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
絶
対
に
守
っ

て
い
る
。
他
言
し
な
い
。
気
に
さ
わ
る
こ
と
、
嫌
な
こ
と
は

言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ほ
め
る
。
細
か
い
こ
と
を

聞
か
な
い
。
家
族
の
こ
と
な
ど
は
。

◎
良
か
っ
た
こ
と
：
電
話
す
る
と
嬉
し
い
と
言
わ
れ
る
こ

と
。
他
の
人
か
ら
、
う
ら
や
ま
し
い
と
言
わ
れ
る
と
嬉
し

い
。
家
族
が
い
て
も
寂
し
い
。
話
相
手
が
い
な
い
。
だ
か
ら
、

独
居
老
人
に
関
わ
る
の
は
良
い
と
思
っ
た
。

◎
困
っ
た
こ
と
：
長
く
話
す
方
が
い
る
が
、
な
か
な
か
切

れ
な
い
。
三
十
分
で
終
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
平
成
三
十
年
度
で
「
東
ふ
れ
あ
い
電
話
」
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

（
文
責

諸
岡
）

もしもし元気ですか～
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東No.11

活動内容 高齢者施設への歌の慰問活動、 近隣地域の缶拾い

活動場所 茨城県南地域 ・ 千葉県北地域

活動頻度 月1〜2回

昭和歌謡クラブ

昭
和
歌
謡
ク
ラ
ブ
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
や
健
康

作

り

を

目

的

に
、

高

齢

者

施

設

へ

の

歌

の

慰

問

活

動

（
カ
ラ
オ
ケ
披
露
）
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
の
メ
ン
バ
ー
は
、
み
ん
な
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き

な
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
交
流
か
ら
仲
良
く
な
り
、
メ
ン
バ
ー
1
人
の

発
案
で
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
活
動
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、

「
自
分
た
ち
も
楽
し

い
し
練
習
に
な
る
か

ら
い
い
。
十
年
間

活
動
を
続
け
て
い
こ

う
と
決
意
し
て
や
っ

て
い
る
。
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

根
本
）



ー 71 　ー

東No.12

活動内容 脳トレやシナプソロジーの実施、 シナプソロジーの普及啓発

活動場所 稲敷市内

活動頻度 月数回 (1カ所 月１回）

脳いきいき

脳
い
き
い
き
は
、
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
の
普
及
啓
発
や
認
知

症
の
予
防
を
目
的
に
、
依
頼
先
に
脳
ト
レ
や
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
を
実
施
す
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

代
表
の
井
上
さ
ん
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
認
知
症
や
う
つ
の
予
防
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
考
え
、
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
（
指
導
者
）
の
資
格
を
取
得
。
三
年
前
か
ら
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
高
齢
者
に
共
通
な
課
題
で
あ
る
「
認
知
症
・
う
つ

の
予
防
」
「
転
倒
予
防
」
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
つ
い
て
地

域
の
方
々
と
共
に
学
ん
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
た
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
二
十
二
ヶ
所
で
す
。
会
員
は
九
名
で
す
。

今
後
は
指
導
者
と
活
動

場
所
を
さ
ら
に
増
や
し
、

楽
し
く
明
る
い
教
室
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
責

根
本
）
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東No.13

活動内容 高齢者施設への歌の慰問活動

活動場所 高齢者施設

活動頻度 月に4回

歌の慰問（黒田グループ）

歌
の
慰
問
（
黒
田
グ
ル
ー
プ
）
は
、
高
齢
者
施
設
を
中

心
に
歌
の
慰
問
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

も
と
も
と
保
険
会
社
に
勤
め
て
い
た
黒
田
さ
ん
が
、
十

年
前
に
何
か
地
域
に
で
き
な
い
か
と
考
え
て
、
歌
の
慰

問
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
で
の
歌
の
慰
問
活
動
が
増
え
て
い
く
中
で
、

稲
敷
方
面
で
も
活
動
を
す
る
た
め
に
黒
田
グ
ル
ー
プ
を

設
立
。
稲
敷
市
内
で
の
活
動
も
開
始
し
ま
し
た
。

県
南
各
地
の
高

齢
者
施
設
に
て

歌
の
慰
問
活
動

を
行
う
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
や
り
が

い
や
高
齢
者
の

余
暇
活
動
支
援

を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

（
文
責

根
本
）
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東No.14

シルバー体操 ・ 光葉

活動内容 地域住民の健康維持・介護予防・ 引きこもり防止・ 見守り

活動場所 水郷荘 ３階

活動頻度 毎週木曜日 1４時～１５時

シ
ル

バ
ー

体

操

・

光

葉

は
、

地

域

高

齢

者

の

健

康

維

持
・
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
光
葉
団
地
で
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。

（
取
材
）

鈴
木
さ
ん
（
代
表
）
は
平
成
二
十
年
、
河
内
町
で
体
操
指

導
士
に
な
り
、
平
成
二
十
三
年
よ
り
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

十
五
名
の
参
加
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん
が
、
平
成
二
十
二
よ

り
民
生
委
員
を
や
る
よ
う
に
な
り
体
操
を
回
覧
で
知
ら
せ

参
加
者
を
集
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

中
世
古
さ
ん
は
四
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
鈴

木
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
入
っ
た
そ
う
で
す
。
参
加
し
て
健

康
状
態
が
良
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

粟
野
さ
ん
は
平
成
二
十
九
年
か
ら
指
導
士
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

＊
会
員
は
口
コ
ミ
で
増
え
、
自
治
会
館
に
入
れ
な
く
な
っ

た
為
、
令
和
元
年
九
月
よ
り
水
郷
荘
で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
減
ら
ず
に
増
え
て
い
る
の
が
喜
び
。
皆
さ
ん
元
気

で
明
る
い
の
を
見
る
の
が
嬉
し
い
と
鈴
木
さ
ん
。

体
操
の
場
が
交
流
・
情
報
収
集
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

諸
岡
）

良い結果が出ています。
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